
長 野 県 立 病 院 機 構 第 ３ 期 収 支 計 画 概 要

第３期中期計画での病院の重点的取組

信州医療センター

こころの医療ｾﾝﾀｰ駒ヶ根

阿南病院

木曽病院

こども病院

・総合医の養成と定着の促進
・産後ケア「須坂モデル」の普及促進
・指定研修施設として特定行為ができる看護師の養成

・子どものこころ診療センターによる診療機能の強化
・ニーズが高まっているゲーム依存症治療プログラム等の開発
・信州大学との連携大学院教育による勤務医の博士号取得

・訪問看護ステーションの開設、運営
・地域包括ケア病床の開設による病棟の再編成
・地域の医療、保健及び福祉関係機関との連携強化による無医地区の
医療機能の充実

・介護医療院、介護老人保健施設及び地域包括ケア病棟の連携強化
・地域医療構想を踏まえた病院機能の再編(239床➝199床)
・地域がん診療病院としての診療機能を充実させるため歯科口腔外科
の開設

・最近の小児患者のニーズに対応した診療体制の構築
・看護師の適正配置と医師の２交代制勤務の実施
・科研費の活用による研究の促進と最先端医療に対応できる人材の
育成

主な支出増高の要因

信州医療センター

こころの医療ｾﾝﾀｰ駒ヶ根

阿南病院

木曽病院

こども病院

・総合医の養成に要する経費や電子カルテの減価償却費の増加

・医療スタッフの確保や精神科医の養成に要する経費

・訪問看護ステーションの経費や電子カルテの減価償却費の増加

・施設の老朽化に対する補修工事や電子カルテの減価償却費の増加

・医師の働き方改革に対応する給与費や電子カルテの減価償却費
の増加

第３期中期目標期間の累計で経常収支比率を100％以上とすること。
⇒ 令和２年度から令和６年度の累計で経常収支比率100%以上を達成する。

第３期中期目標における達成目標

主な投資

○第３期総額 9,164百万円（第２期比 1,518百万円の増）
・信州医療センターの中央監視システム更新、木曽病院の外壁・屋根改修、こども病院の
空調配管改修等施設の老朽化に応じて病院ごとに所要額を計上

・阿南病院（令和３年度）、木曽病院（令和３年度）、こども病院（令和４年度）の電子
カルテシステム更新を計上
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